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中国人民銀行は 7月 20 日、更に対外開放を行う中国国務院の方針に基づき、金融の更なる規制緩和措置を

発表しました。具体的の内容は以下の通りです。 

 

内    容 

1．外資格付会社が中国国内で信用格付業務を行う際に、銀行間債券市場と証券取引市場の全ての有価証

券を取扱可能。 

2．海外金融機関に中国商業銀行の理財子会社への出資を奨励。 

3．海外資産管理会社と中国資本の銀行や保険会社の子会社が、合弁で外資が過半数出資する理財会社を

設立することを許可。 

4．海外金融機関が年金管理会社を設立、または出資することを許可。 

5．外資による外為ブローカー会社の独資設立、または一部出資を許可。 

6．外資による生命保険会社への出資上限を現在の 51％から 100％に緩和を認める時期前倒し。       

（従来予定の 2021年から 1 年前倒しして 2020 年） 

7．国内保険会社による保険資産管理会社への出資規制徹廃。                                   

（国内保険会社の同管理会社出資について 75％を下回ってはならないとする規制を撤廃し、 

外資による同管理会社への出資が 25％を超過することを許可） 

8．外資保険会社の市場参入に対し、経営期間 30年以上とする制限を廃止。 

9．外資による証券会社、証券ファンド管理会社、先物会社への出資制限徹廃時期前倒し。       

（従来予定の 2021年から 1 年前倒しして 2020 年） 

10．外資が銀行間債券市場で発行される A 類（全て）の債券の引受主幹事となることを許可。 

11．海外機関投資家による銀行間債券市場への投資の利便性向上。 

 


